
アフガニスタンの生活困窮者がこの冬を生

き抜くための支援を

2021年8月に発生したアフガニスタンの政変
により、現在も多くの人が困窮状態に陥って

います。これまでの政情不安や自然災害に加

え、新型コロナの流行により、政変前から多

くの人々の生活は危機的状況にありました。

そこへ政変が追い打ちをかけたのです。

 
人道支援を必要としているのは人口の約半分

にあたる1,800万人。避難民や貧困世帯では現
金や食料の蓄えは不十分で、餓死や人身売買

が起きています。そしてまもなくアフガニス

タンでは、場所によっては零下20度まで気温
が下がる極寒の季節がやってきます。このま

までは餓死や凍死で多くの方が亡くなってし

まう危機的状況です。

冬を越して生き抜くためには皆さまのご支援

が必要です。救える命が増えます。

 
何としてもそのような事態に陥らないよう

に、避難民や貧困世帯に、モバイル送金サー

ビスを活用して、支援金を届けます。どうか

皆さまからの温かいご支援をよろしくお願い

いたします。
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いつもCWS Japanの活動に温かいご支援、
ご理解をいただき、ありがとうございます

アフガニスタン緊急
支援のためのクラウ
ドファンディングを
開始しました



アフガニスタンの

本格的な冬に向けて、

皆様のご支援が

必要です



▶  支援する  ◀

写真

戦闘を逃れカブールに避難した人々

https://readyfor.jp/projects/CWS_Afghanistan2021


アフガニスタンの状況

アフガニスタンの人々の声

2021年8月に発生したアフガニスタンの政変
は、人々の生活に多大な影響を及ぼしまし

た。40年に及ぶ長い戦争・政情不安や度重な
る干ばつなどの自然災害に加え、新型コロナ

の流行により、政変前から多くの人々の生活

は危機的状況にありました。そこへ追い討ち

をかけるように政変が起こりました。これに

伴う国際社会の制裁や資金移動の制限によ

り、経済は混乱し、多くの人の生活は困窮状

態に陥りました。

 
2021年9月の国連の報告書によると人口の約
半分にあたる1,800万人が人道支援を必要とし
ている状況です。アフガニスタンの3人に1人
は深刻な食糧危機に直面しており、5歳以下の
子どもの半数以上が栄養不足の状況にあると

言われています。

 
2021年だけで60万人以上の人々が住む場所を
追われ、貯金や食料などの蓄えを持たないま

ま、社会保障や法的な保護へのアクセスが難

しい状態になりながら、難民や避難民として

国内外へ逃れました。一方で、大多数の人々

は、経済的な困窮等によって、苦しく過酷な

状況にあっても逃れることができずに、今い

る場所で生活を続けたり、わずかな可能性を

探して都市部に移動してきています。

 
政変に伴う外貨流入の制限は、経済活動に深

刻な混乱をもたらし、人々の生活の脆弱性は

劇的に高まりました。現地からは餓死する人

や、現金を得るための人身売買など耳を塞ぎ

たくなるような悲惨な事案も聞かれるように

なりました。現金や食料の蓄えが全くない状

況でこの冬を迎えるとたくさんの人の餓死や

凍死に繋がってしまいます。

 
何としてもそのような事態に陥らないように

支援を届けます。

 

避難してきた家族、手元には毛布のみ

写真の一家は紛争が激化したアフガン東部か

ら命からがら逃げてきましたが、全く手持ち

の現金がないために移動できず、写真に写っ

ている僅かな家財だけが全財産となっている

そうです。

日中は売れるものを探しまわり、それらを買

ってくれる人を探して売ります。わずかな日

銭しか入ってきませんが、その日に一番安く

手に入るものを食べるそうです。例えば、腐

りかけの野菜は安くなっており、ある日購入

した日はトマトだったそうですが、それだけ

を食べるのだといいます。もちろんそれでは

お腹はふくれずに、空腹のまま夜を明かす

日々が続いているそうです。

 
命をつなぐために子どもを手放す

また、別の場所では、ある母親がモスクを訪

れ、子どもを引き取ってくれるよう周りに懇

願したそうです。自分ではもう育てられない

ため、食べるものを与えてくれる人に引き取

ってほしいとのこと。さらに別の場所では、

ある避難民の母親が、自分の1歳半の子どもを
3万アフガニー（4万円強）で売ったと証言し
ました。このままでは他の子ども達含め、家

族全員がダメになってしまう状況下での苦肉

の策だったと語りました。

写真

食べるものを得る為に生活物資を

売っている
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戦闘を逃れカブールに避難した人々
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クラウドファンディングの目標額である300
万円が達成されると、少なくとも60世帯の生
活を支援できることになります。食料や燃

料、衣類、医薬品など各家庭の事情により、

必要となるものの優先順位が異なります。経

済が混乱すると、物資やサービスによる支援

を安定的に行うことは困難になります。現金

の給付は多様なニーズを柔軟に満たすことが

できるだけでなく、支援を効率的に届けるこ

とができます。

今回の支援は、CWS Japanが連携しているア
フガニスタンおよびパキスタンで活動中のパ

ートナー団体を介して実施されます。そこか

ら、現地の避難民や、貧困世帯にアフガニス

タンの通信会社MTNが提供するMoMoというモ
バイル送金サービスを活用して、支援金の配

布を行います。

 
送金を受けた人々は、アフガニスタン全土に

いるMTNのエージェントから現金を受け取る
ことができます。MTNエージェントが取り扱
うのは小口現金のため、昨今のアフガニスタ

ンの銀行での引き出し制限の影響を受けてお

らず、しっかりと現地の方々に支援を届ける

ことができます。

今回のプロジェクト

教師や警察官も物乞い、さらには自殺・餓死

する人も

現地で支援を続けるパートナー団体の職員に

よると、教師や警察官など、これまで社会的

ステータスがある職についていた人々が物乞

いをする姿も見られるようになってきたそう

です。また、家族を食べさせることができ

ず、現状に耐え兼ね自殺する人や餓死する人

も出てきました。

 
ある同僚は「現場から家に帰るのに必要な金

だけ財布から取り、あとの身銭は全て置いて

いた」と語りました。自分も苦しい生活が続

く中、彼の人道を重んじる心が駆り立てたの

でしょう。こういう話をする時、同僚の目に

は涙が浮かんでいました。経験豊富な人道支

援の仲間達であっても、今の状況はとてつも

なく厳しいと痛感しています。

CWSとしては、1970年代からアフガニスタン
で人道支援や防災支援などに取り組んできま

した。こうした現場における経験やネットワ

ークを活用し、深刻な危機に直面している

人々の生活を支える支援を実施するためにク

ラウドファンディングを立ち上げました。

 
経済的混乱のため現地の銀行は正常に機能し

ておらず、人々が銀行から現金を入手するこ

とが困難な状況になっています。一方で、携

帯電話を使ったネットワークを介して、小口

の送金を現金化することが可能であり、現在

も機能しています。過去の災害支援や人道支

援で同ネットワークを利用し、現金配付を実

施しており、このノウハウを活かして、現在

厳しい状態で生活している人々に対して、迅

速に支援を届けます。1世帯が2～3ヶ月生活す
るのに最低限必要とされる現金を配付しま

す。

冬に向けて、皆様のご支援が必要です

 
アフガニスタンの首都カブールの最低気温は

零下を下回る日も出てきており、本格的な冬

の到来を感じられるようになってきました。

アフガニスタンはこれからさらに厳しい冬を

迎えます。12月から2月にかけて零下20度まで
気温が下がる場所もあり、数メートルにもな

る降雪は山地の道を塞ぎ、物流も阻みます。

写真

中央山岳地帯の積雪の様子
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http://www.mtn.com.af/momo
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CWSJapan
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特定非営利活動法人CWSJapan
　〒169-0051
　東京都新宿区西早稲田2-3-18
　日本キリスト教会館25号室

メールアドレス：

public@cwsjapan.jp
電話：

03-6457-6840

人々の困難な生活状況がますます窮地に陥る

のは目に見えています。アフガニスタンの山

地では、夜はもう零下になっています。これ

から更に極寒となり、燃料や食料を蓄えてお

くことは以前から生死を分ける準備とされて

きました。

 
国土の大部分を山岳地帯が占めるアフガニス

タンの冬はとても厳しく、中央高地のバーミ

アンの1月の平均気温はマイナス10.2℃まで下
がり、首都のカブールでさえ1月の平均気温は
マイナス2.９℃まで下がります
(https://en.climate-data.org)。食料や燃料
の不足は、そのまま餓死や凍死に直結しま

す。過去にも大型の寒波に見舞われて、多く

の命が奪われたこともあります。

 
多くの人が今の生活を捨てて、逃れなければ

ならない状況になっています。しかし、さら

に多くの人は逃れることができず、今の困難

な状況下で生活を続けなければなりません。

クラウドファンディングでお預かりした資金

は、こうした緊急性の高い支援の必要性があ

る人々に、迅速に支援を届けるために活用い

たします。同時に、当会や現地のパートナー

団体は助成金や一般のご寄付などを活用した

中長期的支援も継続して実施していく予定で

す。

アフガニスタンの

本格的な冬に向けて、

皆様のご支援が

必要です



▶  支援する  ◀

団体代表からのメッセージ

本格的に冬の到来が迫る現在、手遅れになら

ない内に越冬支援を行う必要があります。ア

フガニスタンの危機は人道支援だけでは解決

できず、政治的かつ経済的な側面の介入が不

可欠です。しかし、餓死や凍死に直面する

人々を救うことはできます。ただ、そのため

には相応の資金が必要であり、日本の皆さま

にも是非お力添えを心よりお願いしたいと思

います。

　　　　（小美野剛　CWS Japan事務局長）

QRコードを読むと寄付ページに
進みます

https://www.facebook.com/CWSJapan
https://twitter.com/Japan_CWS
https://www.instagram.com/cws_japan/
https://en.climate-data.org/
https://readyfor.jp/projects/CWS_Afghanistan2021

